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1つの都市で世界
を体験する



HEATHER GREENWOOD DAVIS

地元おすすめ
見どころ
•	 クィーン・ストリート・ウエスト

（Queen St. West）や隣接す
るファッション・ディストリクト

（Fashion District）の多様な
個性派ショップ。

•	 ネイサン・フィリップス広場
（Nathan Phillips Square）

にある「TORONTO」のモニュ
メント。

•	 オンタリオ美術館（Art Gallery 
of Ontario）やロイヤルオンタ
リオ博物館（Royal Ontario 
Museum）で見る世界有数の
展示。 トロントグルメ

•	 アルバーツ・リアル・ジャマイ
カン・フード（Albert’s Real 
Jamaican Food）のオックステ
ールシチュー。

•	 ザ・ドレイク（The Drake）の「ド
レイクバーガー」トリュフフライ
添え。

•	 ユー・タン（Yueh Tung）のチリ
チキン。

アクティビティ
•	 グラフィティ・アレイ（Grafitti 

Alley）の常に変化するアートを
写真に収めましょう。

•	 ケンジントン・マーケット
（Kensington Market）の多様

な文化が混じり合う活気にあ
ふれたショップやレストランを
めぐりましょう。

•	 ハイ・パーク（High Park）で、街
の中心にいながら「禅」を感じ
てください。3 4



旅の始まりは、カナダ最大の都市トロントのシンボルで街並みを一望できるCNタワーの展望台から。多文化
が混じり合う街の雰囲気に浸ってください。グリークタウン（Greektown）やチャイナタウン（Chinatown）を
はじめ、個性あふれるエスニックタウンを散策し、何千ものレストランの各国の料理を味わってください。グ
ルメツアーに参加するのもよいでしょう。オンタリオ・サイエンス・センター（Ontario Science Centre）やリプ
リーズ水族館（Ripley’s Aquarium of Canada）などの体験型アトラクションも楽しめます。ハーバークルー
ズから市の中心部に立ち並ぶ高層ビルの完璧な景色を眺めるのも、車が乗り入れないトロント島 (Toronto 
Islands）までフェリーで足を延ばすのもおすすめです。  

市内には、ランドマークのトロント・イートン・センター（Toronto Eaton Centre）やスタイリッシュなヨーク
デール・ショッピング・センター（Yorkdale Shopping Centre）をはじめ多数のショッピングスポットがありま
す。ヨークビル（Yorkville）は高級ブティック街、かたやビクトリア時代の面影を残すディスティラリー・ディス
トリクト（Distillery Historic District）には個性的なブティックやギャラリーが並んでいます。スターが一堂に
会するトロント国際映画祭（Toronto International Film Festival）や10日間にわたって開かれるアートの
祭典ルミナート（Luminato）など、一年を通して催されるさまざまなイベントもチェックしてください。バレエ
やオペラ、演劇、ライブ音楽のパフォーマンスに拍手を送るも、プロスポーツ観戦を楽しむもよし。トロント中
心街は歩いて回ることができるほか、市内に張りめぐらされた地下鉄・路線バス・路面電車（ストリートカー）
のネットワークで主要観光スポットに容易にアクセスできます。
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首都で文化に親しむ



KAT WALCOTT

地元おすすめ
見どころ
•	 国会議事堂 (Parliament 

Hill) やシャトー・ローリエ
（Chateau Laurier）などの

歴史的建造物。
•	 パーラメント・ヒル

（Parliament Hill）のサウ
ンド＆ライト・ショー（Sound 
and Light Show）。

•	 バンク・ストリート（Bank 
Street）やバイワード・マーケ
ット（ByWard Market）のカ
ラフルで力強いストリートア
ート。

グルメ
•	 バイワード・マーケットのラン

ドマークスポット「ビーバーテ
イル」1号店。

•	 ランズダウンのオタワ・ファー
マーズ・マーケット（Ottawa 
Farmers’ Market）で販売さ
れているメイプルシロップな
どの地産品。

•	 活気あふれるチャイナタウン
で味わう本格的な中華料理、
他、韓国料理やベトナム料理
など。

アクティビティ
•	 国立または州立のさまざま

な美術館・博物館の一つを訪
れましょう。

•	 年間を通して催されている数
多くのフェスティバルの一つ
に参加しましょう。

•	 オタワ川でのカヤックもおす
すめです。

オタワ
英語とフランス語が飛び交うオタワは、カナダの歩みを称えるコスモポリタンな雰囲気に満ち、活気にあ
ふれています。さまざまな文化的アトラクション、史跡、フェスティバル、料理を楽しむことができ、パーラメン
ト・ヒルでの衛兵交代式（Changing of the Guard ceremony）は必見です。カナダ国立美術館（National 
Gallery of Canada）、カナダ自然博物館（Canadian Museum of Nature）、カナダ戦争博物館（Canadian 
War Museum）、カナダ歴史博物館（Canadian Museum of History）などにはぜひ足を運んでください。イ
ンディジナス・エクスペリエンシズ（Indigenous Experiences）では、伝統的音楽やダンスのパフォーマンス、
語り、展示を通して、カナダの先住民について学べます。歴史のあるバイワード・マーケットでガイド付きウォ
ーキングツアーに参加して、地元の味を楽しんだり、ブティックやギャラリーを見て回ったりするのもよいでし
ょう。カナディアン・チューリップ・フェスティバル（Canadian Tulip Festival）、ブルースフェスト（Bluesfest）、
ウィンタールード（Winterlude）などイベントが目白押しなので、シーズンを問わず訪れたい都市です。

手つかずの屋外空間はオタワならではの体験の宝庫です。ユネスコ世界遺産のリドー運河（Rideau Canal）
はオタワの中心部を縫うように流れ、冬には世界最大のスケートリンクになります。ル・ボート（Le Boat）の
豪華なレンタルハウスボートで運河をめぐってみましょう。全長800kmを超える遊歩道を備えたオタワは、サ
イクリストにとって理想の地です。市内からわずか90分郊外に出れば、オタワ川の急流下りも楽しめます。
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ピースタワー
高さ約98mのピースタワー（Peace Tower）は、パーラメント・ヒ
ルでもひときわ目を引く建物であり、おそらく国旗に次いでカナ
ダの最も有名なシンボルです。たいていの人が興味を持つ話で
すが、ピースタワーのマスタークロック（親時計）の針は時刻を
戻すことができません。そのため秋の夏時間終了時には、政府
職員が深夜にまる1時間時計を止めます。
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驚異の世界
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LIZ FLEMING

地元おすすめ
見どころ
•	 ナイアガラ地方の100軒を超

えるワイナリーをめぐり、生
産者と出会いましょう。

•	 高さ53mのナイアガラ観覧
車 (Niagara Skywheel）か
ら、滝の最高の写真を撮りま
しょう。

•	 絵はがきのように美しい
ナイアガラ・オン・ザ・レイク

（Niagara-on-the-Lake）の
歴史的な街並みを散策しま
しょう。

グルメ
•	 ナイアガラ産アイスワインで

とびきり甘い冬の恵みを味
わってください。

•	 地元産の新鮮な果物と野菜
が豊富に並んだ路面直売所
を見つけましょう。

•	 グルメフードトラックの料理
を目当てに屋台マーケット

（Supper Markets）に足を
運びましょう。

アクティビティ
•	 ナイアガラ・シティ・クルーズ

（Niagara City Cruises）の
双胴船でナイアガラの滝の
荒々しい大渦巻に突入しま
しょう。

•	 ワールプール・ジェットボート
（Whirlpool Jet Boat）ツア

ーでクラスVの激流を体験し
ましょう。

•	 ワイン地帯を自転車でめぐる
のもおすすめです。

ナイアガラ
多数ある絶景ポイントから滝を眺め、この自然の驚異に圧倒されてくだ
さい。ナイアガラ・シティ・クルーズに乗って、激しく打ちつける滝のすぐ側
まで行き、滝のミストを肌で感じましょう。ヘリコプターから滝全体を見
渡すのもおすすめです。ワイルドプレイ・ジップライン・トゥ・ザ・フォールズ

（Wildplay’s Zipline to the Falls）で度胸試しはいかがですか。歴史的な
ナイアガラ・パークス水力発電所（Niagara Parks Power Station）では、
そのサステイナブルな物語に触れてください。風光明媚なナイアガラ・パ
ークウェイ（Niagara Parkway）沿いの緑豊かな公園や庭園の眺めを堪
能しましょう。クリフトン・ヒル（Clifton Hill）やスカイロン・タワー（Skylon 
Tower）は家族で楽しめるスポットです。そして夜には、虹色にライトアップ
された滝を見ることができます。

ナイアガラ地方は自然条件に恵まれ、ブドウ畑に最適な独特の局所気候
をつくり出しました。そのため、ワインルート（Wine Route）に沿って100軒
を超えるワイナリーが点在しています。アイスワインをはじめ、数々の賞を
受賞している特産ワインをぜひご賞味ください。地元のシェフは地域の恵
みを生かして料理を創作します。古風な趣のあるナイアガラ・オン・ザ・レイ
クの街は、魅力的なブティックや素敵なイン、洗練されたレストランで年間
を通してあなたをおもてなしします。またこの街では、劇作家ジョージ・バ
ーナード・ショーおよび同時代の作家たちの作品に特化した世界唯一の
演劇祭であるショー・フェスティバル（Shaw Festival）が開催されます。
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ジャーニー・ビハインド
ザ・フォールズ
ナイアガラの滝の裏 側 を見 学するには 、まず地 下 約
38mにエレベーターで降り、岩盤を通る130年前に完
成したトンネルを抜けなければなりませんが、カナダ滝

（Horseshoe Falls）が見えるかなり前から滝のとどろくよ
うな振動を感じるでしょう。ビル13階の高さから流れ落ち
る滝のふもとに位置する展望デッキでは、滝の迫力に息を
のむはずです。
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大自然に触れる
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BRIAN STILL

地元おすすめ
見どころ
•	 ポイント・グロンディーン・

パーク（Point Grondine 
Park）では、アニシナアベ族
の伝統的なルートに沿って
ハイキングやカヌー、シーカ
ヤックを楽しめます。

•	 カナダ初期の集落と埋葬
儀礼の最も重要な中心
地であるマニトゥ・マウンズ

（Manitou Mounds）で、現
地の雰囲気に浸れます。

グルメ
•	 アニシナアベ・ワイルド・ラ

イス（Anishinaabe Wild 
Rice）では、伝統的手法で
収穫・加工されたワイルド
ライスを味わえます。

•	 ノース46レストラン
（North46 Restaurant）
で、美しいノース海峡を眺
めながら新鮮な魚料理を
お楽しみください。

アクティビティ
•	 ムース・ホーン・ロッジ

（Moose Horn Lodge）の
美しい湖で大物の魚を釣り
上げましょう。

•	 ボイジャー・ウィルダネス
（Voyageur Wilderness）
でカヌーを楽しめば、穏や
かな気持ちになります。

オンタリオ州には、25万を超える湖、110の州立公園、6つの国立公園、無数の個
性豊かな地域があり、その自然の美しさを手軽に味わうことができます。都市近
郊や人里離れたエリアまで足を延ばしてみましょう。ユニークなリゾートやロッ
ジ、インが州全体に点在し、宿泊の選択肢には事欠きません。どの季節にもそれ
ぞれ魅力がありますが、中でも秋は森の木々が色づき、特別な紅葉をご覧いた
だけます。

カナダ人が何世代にもわたり休暇の旅行先として大切にしてきたマスコーカ地
方。絵のように美しいこの地のきらめく湖、花崗岩の湖岸、魅力的な街並みの素
晴らしさを発見してください。年代物の蒸気船でクルーズしたり青く澄んだ湖で
カヌーを楽しんだりもよし、湖畔でただゆっくりとくつろぐのもよいでしょう。 

そこからほど近い、世界的に有名なアルゴンキン州立公園（Algonquin 
Provincial Park）も探索してみましょう。公園には何百もの湖があり、カヌーを
楽しみたければ初心者にも上級者にも最適です。ハイキングをしながら、春の
野花や秋の鮮やかな紅葉を楽しんでください。また、タカやオオアオサギから、
ムース（ヘラジカ）、ビーバー、シカまで、さまざまな野生動物に出会えます。ペト
ログリフス（Petroglyphs）、ボンエコー（Bon Echo）、アウェンダ（Awenda）など
各州立公園それぞれが持つ自然と文化の物語も魅力的です。 

ジョージアン・ベイの揺らめく水面を見渡せるブルー・マウンテン・リゾート
（Blue Mountain Resort）は、あらゆる年代の人々にさまざまなアウトドアアク
ティビティを提供します。ツリートップウォークやジップライン、ハイキングやサイ
クリングにゴルフと多彩です。秋には鮮やかな紅葉を堪能してください。リフレッ
シュにはスカンジネーブ・スパ（Scandinave Spa）がおすすめ。リゾートではショ
ッピングや食事、エンターテインメントをお楽しみください。
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オンタリオ州北部には手つかずの原野、新鮮な空気、澄み切った湖と、パドリングやサイクリング、ハイキング、釣り
に最適な環境が揃っています。この地域の州立公園はそれぞれが持つ多様な地形が特徴です。キラーニー州立公
園（Killarney）ではピンク色の花崗岩やターコイズブルーの湖、吹きさらしの松並木。レイク・スペリオール州立公園

（Lake Superior）の湖岸線の景観。ケティコ州立公園（Quetico）の人里離れた原野。この地域がカナダの有名な
風景画家集団「グループ・オブ・セブン」にインスピレーションを与えた理由がよくわかります。

北部のコミュニティが持つ独特な趣を体感してください。マニトゥーリン・アイランド（Manitoulin Island）では本格
的な先住民体験を通して、その豊かな伝統と文化について学ぶことができます。ロッジではテクノロジーはいっと
きお休み。アクセス手段が水上飛行機しかない場所もあります。定番のアガワ・キャニオン・ツアー・トレイン（Aga-
wa Canyon Tour Train）や、釣りたての魚をその場で味わう美味しいランチは外せません。

オンタリオ州東部では、ボートクルーズやヘリコプターツアー、あるいはカヤックで、サウザンド・アイランズ（1000 
Islands）の雄大な景色と優雅な夏の別荘地の眺めを楽しめます。オンタリオズ・ハイランズ（Ontario’s High-
lands）の紅葉、アウトドア、史跡、文化体験などを目玉にした数々の観光ルートから、お好みのルートを選んでくだ
さい。ハリバートン・フォレスト・アンド・ワイルドライフ・リザーブ（Haliburton Forest and Wildlife Reserve）でサス
テナブルな体験を楽しみ、アーティストのギャラリーをのぞいたら、地元食材を使った料理をご賞味ください。オンタ
リオ州のどこを旅しても、温かいおもてなしをお約束します。
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スリーピング    
ジャイアント
スリーピング・ジャイアント（Sleeping Giant）は、シブリー半
島の厚い玄武岩質のシル（マグマが入り込んで固まった岩体
の一種）が浸食して形成された「メサ」と呼ばれるテーブル状
の丘陵の集まりです。オンタリオ州サンダー・ベイの西部から
北北西部にかけての位置から見ると巨人が仰向けに横たわ
っているように見えるので、そう呼ばれています。先住民オジ
ブウェ族の伝説では、その巨人は石に変えられた英雄「ナナ
ビジュ」だと言われています。
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生きた歴史



オンタリオの独特な伝統や文化に浸りましょう。
歴史とイノベーションが共存する都市キングストン（Kingston）の国定史跡フォート・ヘンリー

（Fort Henry National Historic Site）では、19世紀の軍隊生活の様子を垣間見ることができ
ます。開拓者スピリットが今なお息づくモリスバーグ（Morrisburg）では、アッパー・カナダ・ヴィレ
ッジ（Upper Canada Village）を訪れましょう。未開の原野で新しい生活を切り開いた19世紀の
入植者たちの偉業を学んでください。オンタリオ州で最初のヨーロッパ人入植地であったミッド
ランド（Midland）近郊にある復元史跡サントマリー・アマング・ザ・ヒューロンズ（Sainte-Marie 
among the Hurons）では、当時の衣装を身にまとった案内役がフランスのイエズス会伝道団と
先住民のウェンダット族との交流を再現しています。

サンダー・ベイ（Thunder Bay）では、世界最大の毛皮交易所を
再現したフォート・ウィリアム歴史公園（Fort William Historical 
Park）へ。ここでは、カナダをつくり上げた英国人やフランス人、
メティス（先住民とヨーロッパ人との間に誕生した混血民族）、
各地の先住民それぞれの文化を学べます。オンタリオの先住民
文化を体験し、その芸術表現や食習慣、独特の伝統行事に触
れる旅をしましょう。所変わって、ストラトフォード・フェスティバル

（Stratford Festival）やナイアガラ・オン・ザ・レイクのショー・フ
ェスティバルでは、世界レベルの演劇をご自身の目で確かめてく
ださい。活気にあふれたセント・ジェイコブズ・ファーマーズ・マ
ーケット（St Jacobs Farmers Market）で採れたての農産物や
地元の特産品を味わったら、近くのメノナイト（キリスト教徒移住
者の子孫で、今も自給自足の生活を送る）の農家を訪れる馬車
ツアーに参加しましょう。
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インスピレーション   
を得る



心に響く
大自然の地
写真と文：ジェフ・クームス（Geoff Coombs）



“「オンタリオ州は冒険心をくすぐる
驚くべき大自然の宝庫です」
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おすすめフォト
スポット5選

GEOFF COOMBS

•	 グロット（The Grotto）（冬、
春、秋）

•	 リトル・コーブ（Little Cove）
（冬、夏）

•	 ライオンズ・ヘッド（Lions 
Head）（春、夏）

•	 マスコーカ・レイクス
（Muskoka Lakes）（通年）

•	 アルゴンキン公園
（Algonquin Park）（通年）

オンタリオ州は冒険心をくすぐる驚くべき場所の宝庫です。オンタリオ州
といえばトロントを中心にして都市や郊外が広がっているイメージを持
つ人が多く、これはごく狭いエリアについてはそのとおりなのですが、オン
タリオ州の全体像を表してはいません。

オンタリオ州で育った私は、夏は祖父母の別荘でマスコーカの美しい湖
とともに過ごしたもので、恵まれていたと思います。背の高い松並木や今
は懐かしい湖の数々に、子供心に驚嘆を覚えたものです。やがて、自分に
は写真の才能が与えられていると気づき、水に対する愛着もさらに深ま
っていきました。

この6年間、私は水中写真を専門とする商業写真家として写真ビジネス
を自ら運営し、ブルース半島北部沿岸の水中の世界を記録する活動で知
られるようになりました。ブルース半島はジョージアン・ベイとヒューロ
ン湖を分けるように伸びた半島です。周辺の水はターコイズブルーの色
を持ち、水底では19世紀の難破船が見られ、その地形は探求心をそそり
ます。この一帯の石灰岩でできた崖が澄み切った湖水をつくり出していま
す。冬に氷の浮かぶ湖でフリーダイビングをすると、全く新しい世界が広
がっています。

オンタリオ州には、知る人も行きたがる人も少ない穴場スポットが豊富
にあります。オンタリオの何が特別かというと、ある時には都会にいたか
と思えば、数時間後には広大な湖や森であふれたオアシスに行けること
です。オンタリオはまさに発見しがいのある場所なのです。
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文：デヴァン・ラジクマール（Devan Rajkumar）（シェフ）

美食を味わう



私にとって最も印象深い食の思い出の多くは、オン
タリオでの体験から来ています。もし二度と旅をし
ないとしても、この地にあるものだけで十分満足で
す。思い切った発言ですが本心なんですよ。州内のお
すすめグルメスポットを5つご紹介するので、ぜひチ
ェックしてみてください。

シムコー・カウンティ
シムコー・カウンティは、素晴らしい農産物と採れた
ての新鮮な地場食品が手に入ります。地元の工芸品
も見ものです。中でも私が感動したのがハニーナッ
ツスクワッシュ（カボチャ）です。ハーブとガーリックを
まぶして焼いたのですが、絶品でした。少量生産のメ
ープルシロップも外せません。ぜひお試しください。

ナイアガラ地方
ナイアガラでお気に入りの思い出は、桃のシーズンに訪れたときのことです。桃の
スコーンがとても美味でした。ワイナリーも最高です。地産地消がとても重視され
ていて、生産者とシェフのつながりがものすごく重要です。自転車でのワイナリーめ
ぐり、テイスティングツアー、シェフ自慢の料理、郷土料理など、食の選択肢には事
欠きません。

ハミルトン
ハミルトンのフードシーンを支えるのは、とても固い絆で結ばれたコミュニティ
です。皆が協力し合い、地元密着の食材をできる限り提供することに情熱を注
いでいます。その姿には私も刺激を受けます。そして、人生最高のポークチョップ
に出会わせてくれたマレーズ・ファーム＆ブッチャー・ショップ（Murray’s Farm & 
Butcher Shoppe）に感謝。

プリンス・エドワード・カウンティ
プリンス・エドワード・カウンティで100品種を超えるトマトを生産するビッキズ・
ベジーズ農場（Vicki’s Veggies）を訪れたときのことをよく覚えています。プリン
ス・エドワード・カウンティといえば、まずこの農場のトマトと、そしてもちろんワイ
ナリーが思い浮かびます。この地域で何より食べたいのは鮮魚です。そして、ここ
は腕利きのシェフにとってまさに安息の地です。

ジョージアン・ベイ
ジョージアン・ベイの採れたての農作物はどれも素晴らしく心が躍ります。こ
こではリンゴ狩りやイチゴ狩りに出かけたり、野生のネギやぜんまい、アスパ
ラガス、トウモロコシを探し回ったりできて最高です。

シェフ・デヴは
　オンタリオ州の

フードシーンに夢中

ご紹介した地域のいくつか（あるいは全部）を旅したときに、皆さんにも印象深い食の思い出ができることを願っ
ています。
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CHEF DEVAN RAJMUKAR

おすすめグルメ
スポット5選

•	 シムコー・カウンティ

•	 プリンス・エドワード・カウ
ンティ

•	 ジョージアン・ベイ

•	 ハミルトン
•	 ナイアガラ地方

“「シャルキュトリや高級料理、
ビストロなど、食の選択肢に
は事欠きません」
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オンタリオ周遊7日間の旅
旅程1： トロント – ナイアガラ・フォールズ – ブルー・マウンテン 

– マニトゥーリンアイランド – キラーニー – トロント

トロント
できるだけ多くの見どころを回れるように、乗
り降り自由の観光バスツアーかウォーキング
ツアーに参加しましょう。多様なエスニックタ
ウンをめぐって国際色豊かな料理を味わってく
ださい。CNタワーの展望台からは、素晴らしい
景色を楽しみましょう。必見スポットで同じく上
位に来るのが、マクマイケル・カナディアン・ア
ート・コレクション（McMichael Canadian Art 
Collection）をはじめとするバラエティに富ん
だ美術館や博物館です。トロントはまた、ブロ
ア・ヨークビル（Bloor-Yorkville）の高級ブティ
ックからクィーン・ストリート・ウエストのポップ
ファッションまで、ショッピングの中心地でもあ
ります。フェリーに10分乗れば、のどかなトロン
トアイランズまで足を延ばすこともできます。
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ブルー・マウンテン、マニトゥーリン・アイランド、キラーニー
次に訪れるのは、ジョージアン・ベイに位置し四季を通じて楽しめるレクリエーションスポット、ブルー・マウンテ
ン・リゾート（Blue Mountain Resort）です。ハイキングやツリートップウォーク、ジップラインにゴルフも楽しめま
す。さらに、アップルパイ・トレイル（Apple Pie Trail）をたどって、リンゴ園や、地元産のリンゴを生かしたフードや
ドリンク、工芸品を扱うベーカリーやサイダリー、ブティックなどをのぞいてみましょう。

ナイアガラ・エスカープメントを北上してフェリー「MSチーチーマン号」（MS Chi-Cheemaun）に乗船し、淡
水湖に浮かぶ島としては世界最大のマニトゥーリン・アイランドに向かいます。地元先住民の案内で、この地
の自然と文化を堪能しましょう。本土に戻ったら東へ進み、キラーニー州立公園を目指します。そこではアク
アマリン色の湖でのカヌー体験や白い珪岩の山々でのハイキングを楽しめます。最後は、風光明媚な景色を

眺めながら南下してトロントに戻ります。

ナイアガラ地方
ナイアガラの滝は必見ですが、その楽しみ
方は実にたくさんあります。例えばヘリコプ
ターで上空から滝を一望したり、ジャーニ
ー・ビハインド・ザ・フォールズで滝を裏側
から眺めたり。ワインルート（Wine Route）
をたどり、アイスワインをはじめ数々の賞を
受賞している素晴らしい特産ワインととも
に、地元食材を生かした料理を味わってく
ださい。歴史的な街ナイアガラ・オン・ザ・レ
イクの趣あるショップをのぞいたあとは、ア
ウトレット・コレクション・アット・ナイアガラ

（Outlet Collection at Niagara）で最新フ
ァッションをチェックしましょう。



旅程2： トロント – プリンス・エドワード・カウンティ 
キングストン/　サウザンドアイランズ　－　オタワン– マ

アルゴンキン　－　マスコーカ

プリンス・エドワード・カウンティ、キングストン、
サウザンド・アイランズ
トロントを探索した後は東へ向かって進み、オンタリオで休暇を楽しむ人たちに人気の田園地帯プリンス・エドワ
ード・カウンティを目指しましょう。ここには、アーティストや農場主、ワイン生産者、シェフなど、あらゆる分野のク
リエイティブで情熱的な人々が集まっています。ぶらり旅には最適です！

さらに東へ向かいキングストンへ。ここはオンタリオ湖畔に位置し、中心街は歩いて回れます。ライムストーン（石
灰岩）で造られた19世紀の建築物に感嘆し、現代アートと文化・食を味わいましょう。フォート・ヘンリーで1800年
代の軍隊の生活を垣間見たら、遊覧船でサウザンド・アイランズをめぐりましょう。

オタワ
カナダの首都オタワは文化の中心地でもあります。食べ歩きやサイクリングツアーで、名所もグルメも楽しみまし
ょう。国立の博物館や美術館では、カナダの至宝を発見してください。歴史的なリドー運河を下るボートクルーズ
もぜひ予約を。さらにオタワを少し離れて、オンタリオが誇るメープルシロップの名産地ラナーク・カウンティを訪
れましょう。ここでは一年を通してメープル体験ができます。
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マスコーカ
アルゴンキン
アルゴンキン州立公園はア
ウトドア愛好家のオアシス
です。2,400を超える湖と無
数のトレイルが、初心者・ベ
テラン関係なくあらゆるパ
ドラーやハイカーを迎え入
れてくれます。ムースやビー
バーといった野生動物にも
たびたび出会えます。そして
言うまでもなく、メイプル街
道と呼ばれているこの地域
の見事な紅葉は非常に有
名です。

ロッジやリゾートで有名なマスコー
カ地方では、いたるところに手つか
ずの湖や北方林、花崗岩が織り成す
景観があります。この地方の街はそ
れぞれが独特の魅力を放っています。
マスコーカ・レイクス・ファーム＆ワイ
ナリー（Muskoka Lakes Farm and 
Winery）の「ボグ・トゥ・ボトル（Bog to 
Bottle）」ツアーに参加して、クランベ
リーの素晴らしさを知ってください。さ
らに、北米最古の現役蒸気船「RMSセ
グワン号」でマスコーカの美しい湖を
クルーズしましょう。

最後はトロントに戻り、帰国の途へ。

これらの旅程は、皆さんがオンタリオを知る冒険の出発点にす
ぎません。時間をかけて各地域を探索し、地元の人たちと触れ合
い、あなただけのとっておきの場所を見つけてください。可能で
あれば、オンタリオ北部へも是非足を延ばしてみては如何でしょ
う。可能性は無限です。さらなる旅のアイデアやおすすめの旅程
については、destinationontario.com/jp をご覧ください。
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旅行の準備



出発前の確認
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パスポートとビザ
外国からの旅行者がカナダに入国するには有効な
パスポートが必要です。また、電子渡航認証（eTA）
は、カナダ入国ビザが必要でない外国籍の旅行者
が空路でカナダに入国する場合に必要なもので
す。eTAはパスポートに電子的にリンクされ、有効期
間は最長5年間ですが、パスポートの有効期限がそ
れ以前の場合は、パスポートの有効期限まで有効で
す。最新情報はカナダ大使館ホームページご覧くだ
さい。
 
気候
オンタリオ州には明確な四季があります。各季節の
平均気温は次のとおりです。 
夏（6月～8月）18°C～25°C
秋（9月～11月）15°C～4°C
冬（12月～2月）-3°C～-15°C
春（3月～5月）-1°C～12°C

航空路線
エア・カナダが東 京とトロント・ピアソン国 際 空 港

（YYZ）を結ぶ直行便を運航しています。日本からの飛
行時間は約12.5時間です。 
州内の交通
空港および州内の各地で車のレンタルやタクシーの利
用が可能です。UPエクスプレス（UP Express）の鉄道サ
ービスがトロント・ピアソン国際空港とトロントのダウ
ンタウンをわずか25分で結んでいます。車を運転され
る場合、オンタリオ州では日本の運転免許証と国際免
許証が必要です。また、鉄道（VIA鉄道）とバス（コーチ・
カナダ、オンタリオ・ノースランド）がオンタリオ州内の
主要都市と他の州を結ぶ便を運行しているほか、ポー
ター・エアライン、ウェストジェット、エア・カナダが州内
の各都市を結ぶ航空便を多数運航しています。

トロントまでの飛行時間

オンタリオ州内における車での所要時間
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*飛行時間および車での所要時間はおおよその目
安です

1 時間 1.5 時間 2 時間 4 時間 5 時間



夏

イベント情報
カナダ・デー（7月1日）（オタワ）

RBCブルースフェスト（オタワ）

ノーザン・ライツ：サウンド＆ライト・ショー・オ
ン・パーラメント・ヒル（オタワ）

トロント・カリビアン・カーニバル（トロント）

ショー・フェスティバル（ナイアガラ）

ストラトフォード・フェスティバル（ストラトフォ
ード）

ファーガス・スコット・フェスティバル＆ハイラン
ド・ゲームズ（ファーガス）

フォート・ヘンリー・サンセット・セレモニー（キ
ングストン）

ウィクウェミコング・カルチュラル・フェスティバ
ル（マニトゥーリン）

トロント国際映画祭

ナイアガラ・グレープ＆ワイン・フェスティバル

テイスト・コミュニティ・グロウン（プリンス・エドワー
ド・カウンティ）

フォート・フライト（キングストン）

クリスマス・ライツ・アクロス・カナダ（オタワ）

ロイヤル・アグリカルチュラル・ウィンター・フェア（
トロント）

カバルケード・オブ・ライツ（トロント）

秋
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トロント・クリスマス・マーケット

ウィンター・フェスティバル・オブ・ライツ（ナイアガラの滝）

ナイアガラ・アイスワイン・フェスティバル

ウィンタールード（オタワ）

アップ・ヒア・ミュージック・フェスティバル（サドベリー）

ボン・スー・ウィンターカーニバル（スー・セント・マリー）

冬

プライド・トロント（トロント）

ルミナート（トロント）

TDトロント・ジャズフェスティバル（ト
ロント）

カナディアン・チューリップ・フェスティ
バル（オタワ）

アニシナベ・キーシガン・アボリジナ
ル・フェスティバル（サンダー・ベイ）

春
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